
推定・永代美知代作「女子大学英文科出身 新夫人の打明話」 
（『中央新聞』明治 42 年 10 月 6 日～11 月 17 日、全 30 回） 
付・「「新夫人の打明話」を読で女性の素質を思ふ」（静雄）（全 2 回） 

 
（ 1）10 月  6 日 陳腐圧制の女子大学 
（ 2）10 月  7 日 君の家を借て置たよ 
（ 3）10 月  8 日 眼の前の新生活 
（ 4）10 月  9 日 拝借物の火鉢と洋燈 
（ 5）10 月 10 日 可笑い事、口惜い事 
（ 6）10 月 12 日 精神的恋愛の正体 
（ 7）10 月 13 日 結婚前後の男の態度 
（ 8）10 月 14 日 恰で私は菅原の八重 
（ 9）10 月 15 日 際限のない失敗談 
（10）10 月 16 日 飯を焚く天才 
（11）10 月 17 日 五月蠅い訪問客 
（12）10 月 18 日 第一回の支払日 
（13）10 月 20 日 自我を没する苦痛 
（14）10 月 21 日 生活の上の圧迫 
（15）10 月 22 日 何の為に結婚したか 
（16）10 月 23 日 呪はしき恋人 
（17）10 月 26 日 聾の婆やと筆談 
（18）10 月 27 日 赤ん坊つきの下女 
（19）10 月 28 日 我儘過て奇抜な下女 
（20）10 月 30 日 悪むべき慶庵の手段 
（21）10 月 31 日 嬉しかつた長火鉢 
（22）11 月  6 日 吉原から帰つたんだ 
（23）11 月  7 日 カアテン、レクチュアー 

※本文は（廿二）となっているが、（廿三）の誤り 
（24）11 月  9 日 浅間しい男子の本能 
（25）11 月 10 日 内證でする無理算段 
（26）11 月 11 日 愈々質屋の御厄介 
（27）11 月 12 日 辞職した当座 
（28）11 月 13 日 俺ァ牛になる 
（29）11 月 16 日 離別？ 子供は？ 
（30）11 月 17 日 罠に懸つた様な運命 
 
－ － － － － － －  
 
○「「新夫人の打明話」を読で女性の素質を思ふ」（1）11 月 18 日 
○「「新夫人の打明話」を読で女性の素質を思ふ」（静雄）（2）11 月 19 日 
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